
●2020年10月21日(水) 10:00-11:30 講演会
(講演70分 質疑応答20分)

事前申し込みは不要ですが、会場内の三密防止のため、当日の定員は会場先着順54名とさせていただ
きます(会場の定員108名)

講師：松村和樹氏
(京都府立大学名誉教授 株式会社インバックス技術顧問)

演題：砂防施設の設計と土砂資源化 土砂を資源とした土木材料
場所：北海道大学農学研究院総合研究棟多目的室W109

2018年胆振東部地震後に厚真町に施工された
砂防ソイルセメント活用の砂防堰堤見学会と講演会

●2020年10月20日(火) 砂防ソイルセメント活用の砂防堰堤見学会
マイクロバス2台(札幌⇔現地往復)募集定員：20名(先着順) で移動します。
※詳細は砂防学会北海道支部HPにてアナウンスします(http://www.jsece.or.jp/branch/hokkaido/index.html)。
※昼食は各自、対応ください。

10:30 札幌駅北口前(団体バス待機場内)発
12:30～13:00 厚真町役場付近にて休憩
13:00～15:20 現地見学(北海道庁によるご案内)
17:30頃 札幌駅北口前(団体バス待機場内)着 解散

参加
無料

有珠山2000年噴火時に発生した熱泥水
被害の減災に貢献した砂防施設(1977年
噴火後に施工)(北海道 写真提供)

主催：(公社)砂防学会北海道支部

行政機関,民間,教育機関関係者は, 2020年10月9日(金)までに下記あてメールあるいはFAXにて参加申し
込みが必要です。 申し込み先：(公社）砂防学会北海道支部事務局 桂真也

E-mail:jsece-hokkaido@agr.hokudai.ac.jp FAX: 011-706-4935

渓流名 シュルク沢川
撮影日(北海道撮影) 2020年9月11日

2018年9月の胆振東部地震
後に土砂災害対策として砂防
ソイルセメントにより施工さ
れている砂防堰堤工事現場を
見学し、土砂を資源として活
用する際の施工上の注意事項
等を砂防事業関係者から解説
いただきます。
また、講演会では、我が国

の砂防施設設計・施工研究の
第一人者である松村和樹氏
(京都府立大学名誉教授 株
式会社インバックス技術顧
問)から、砂防施設の設計と
土砂資源化手法、土砂を資源
とした土木材料の開発などに
ついての最先端の技術知見に
ついて講義いただきます。

（一社）建設コンサルタンツ協会 CPD認定プログラム



10月20日（火）
13:00 着 13:20 着 14:05 着 14:45 着

0:20 ①シュルク沢川 0:15 ②日高幌内川 0:25 ③ヤチセ沢川

→ 厚真町市街地 → 災害関連緊急砂防 → 災害復旧 → 災害関連緊急砂防

（厚真町） （厚真町）施工中 （厚真町） （厚真町）完成

0:00 0:30 0:15 0:15

発 13:00 発 13:50 発 14:20 発 15:00 発

15:10 15:30

0:10 ③富里地区 0:10

→ 災害関連緊急急傾斜地 → 厚真町市街地 →

（厚真町） （厚真町）

0:10

15:20 発 発 発

砂防学会北海道支部の現地見学について　現地視察行程表

国土地理院ウェブサイトの地理院地図に加筆



見学会参加申し込み
2018年胆振東部地震後に厚真町に施工された
砂防ソイルセメント活用の砂防堰堤見学会

2018年胆振東部地震後に厚真町に施工された
砂防ソイルセメント活用の砂防堰堤見学会

参加申し込み票

ご氏名：

ご所属・役職：

連絡先電話番号：

E-mailアドレス：

連絡事項：

見学会に参加を希望される行政機関,民間,教育機関関係者は,以下の申込内容をメールあるい
はFAXにて2020年10月9日までに下記あて連絡いただけますようお願いします。
質問なども下記の担当者にお問い合わせください。

（公社）砂防学会北海道支部 桂 真也

〒060-0002 札幌市北区北9条西9丁目 北海道大学農学研究院流域砂防学研究室
2020年10月20～21日 2018年胆振東部地震後に厚真町に施工された砂防ソイルセメント活
用の砂防堰堤見学会と講演会 事務局あて

E-mail : jsece-hokkaido@agr.hokudai.ac.jp   FAX: 011-706-4935


